
  

 
  

◆ ２学期始まる ◆ 

本日（9月 1日）から 2学期が始まりました。生徒たちは夏季休業後半の午前中授業や部活動等

で学校に来ておりましたので、今日から始まったという感覚ではないかもしれませんが…。 

さて、始業式は、床補修が済んでピカピカになった体育館で実施しました。私からは、２学期の

心構え、熱中症の予防、生徒アンケートの結果について話をしました。 

【生徒アンケートの結果】 

 1学期の終業式で、生徒たちに夏休み中にタブレット

端末による学習に関するアンケートをお願いしていま

した。その中で、単元テストについて紹介します。 

 ❶ 単元テストになってから、家庭学習の時間に変化が

ありましたか？ 

   「家庭学習の時間が増えた」と回答した生徒が増加

しています。単元テストには家庭学習時間の増加を

期待していただけに嬉しく思います。 

中には、「毎日学習する必要があるのが辛い」 、

「学習にメリハリがなくなった」という意見もあります

が、「成績が上がりやすい」、「覚えやすい」、「勉強しや

すい」、「振り返りがしやすい」という肯定的な意見が

目立ちます。 

❷ 単元テストになってから、１学期の評価に変化があ

りましたか？ 

「評価が向上した」と実感した生徒が増加し、「変化

なし」、「低下した」の回答が減少しています。実際に、

評定（5段階）や観点別評価（ABC）を分析したところ、

向上しており、生徒の実感も裏付けられます。 

◆ 平和集会を開催しました ◆ 

過日（8月 26日）、床補修のため 8月いっぱい本校体育館が使用できなかったことや熱中症対策

として各教室の電子黒板に映像を配信するリモート形式で実施しました。 

空調の利いた教室で視聴できたり、分散開催やリモート開催ができたりと、コロナ禍を経験した

ことで、そういったノウハウは得られましたが、心に訴えるような集会は、できれば対面で行いた

いものです。これからの社会は、対面の良さとリモートの良さをそれぞれ生かしたハイブリット型

になっていく時代なのでしょう。 

 

『浜玉中三訓』 時間 掃除 あいさつ 《時を守り 場を清め 礼をつくす》 
《学校教育目標》    『持続可能な社会の創り手となる生徒の育成』 
                    《めざす生徒像》 豊かな心で、未来を切り拓く生徒 
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■7/28、浜崎海岸の花火を見た■海岸では多くの人が砂浜に座って見物していた■今の時代、他方では有

料観覧席が数万円にも設定される時代である■海上から間近に打ち上げられる花火が無料で見られる！■

有難いことである■さまざまな花火に圧倒された 30分間だった■この夏、一番の思い出となった（イタル） 

 


